恋愛魔人ラブーチンは愛染明王の一番弟子であり、見た目こそ恐ろしいが天界随一の恋愛を司る魔人である。その力は凄まじく、あらゆる容姿に変化するだけではなく、その臀部から醸し出される甘く魅惑的な香りが女性達の心を奪い、たちまちの内に恋に落としてしまう驚異的な力をもっているのであった。

そんな男なら誰もが羨む力を持つラブーチンであったが、実情はと言うと、天界の美女とのまぐわいにも飽き、毎日を退屈に過ごしていたのだった。
しかしそんなある日、ひょんなことから下等と思って見向きもしていなかった人間界の女に興味を持ち始めたラブーチン、そこで天界には無かった人間界の恋愛の様々な感情や苦悩に強く興味を惹かれるようになったのだった。
ラブーチンは即座に自ら地上に降り立ち、研究と称し彼女たちを次々と魅了しては、天界では経験できなかった快楽に没頭していたのだった。

しかし、その行為は天界の法律に反しており、人間の女性を貪るラブーチンの行為は天界の王である帝釈天の知る所となってしまった。
帝釈天は激怒、ラブーチンを天界から締め出すことを言い渡したのであった。
同時に、「ラブーチンよ！これより１００万人の人間の恋愛を成就させ、人間界を愛で満たすまで天界へ戻る事をゆるさぬ！」と宣告したのだった。

もともと退屈な天界に帰るつもりも無かったラブーチンだが、人間の恋愛にも全く興味がない。ましてや、人間の感情など簡単に操れる事を知っているラブーチンが、どの様にして下等な人間の恋愛の悩みを解決すればいいのか皆目見当もつかない。

最初は人間と一緒に暮らしていたラブーチンだが、どんなに不細工に変身しても、おしりから醸し出される、いい～匂いに誘われて女共が寄って来る。
「あ～もうめんどくさなぁ～、静かに暮らしたいねん俺は～」

そういう思いから、逃げるように裏山の神社の洞窟に、魔人の姿のまま誰に気を使う事も無くゴロゴロと毎日を過ごしていたのだった・・・

いつしか、その洞窟は、恐ろしい容姿の不動明王が住むとか、ありゃ愛染明王じゃ！と噂され、代々人を、特に女性を近づけてはならない場所として語り継がれていたのだった。

